
【神奈川県】

特別な支援を必要とする子供への就学前から学齢期、社会参加までの切れ目ない支援体制整備

事業内容

神奈川県における特別支援教育の対象となる子どもたちの、就学前か
ら卒業後にわたる切れ目ない支援体制について、教育・保健・医療・労
働の関係機関が連携し、引続きの仕組みを構築することを検討する。

① 引き継ぐ情報を「共通の観点」で共有

② 早期支援コーディネーター（乳幼児指導教員）による関係機関との連携

③ 就労支援コーディネーター（社会自立支援員）による関係機関との連携

④ 中学校と高等学校との連携

成果
就学前から卒業後にわたり、切れ目なく子どもの学び

と成長をつなぐために「支援シート」を活用し、関係機関

と連携した円滑な情報の共有、引継ぎが図れるようにリ

ーフレットを作成した。

○ 支援シートは、「どのような内容を書いてよいか分か

りづらい」という声もあり、そこで、全ての人の生活や発達

の状態を表す共通の言葉として開発されたICF（国際

生活機能分類）を参考にして作られたＷＨＯＤＡＳ

2.0という評価をもとに、より書きやすくするための共通の

観点（例）を作成した。

○ 今後は、所管している会議で各学校及び各教育

委員会、関係機関に「支援シート」は連携するための

ツールであること、周知し活用できるよう支援する。

支援シート※を活用した切れ目ない支援の

仕組みづくり

① 各自治体における課題

○どのような内容を書いてよいか分かりづらい。

○関係機関との円滑な連携や情報が取りにくい。

② 課題を踏まえた目的

○共通の観点で、情報を共有する。

○ライフステージごとに項目を検討する。

目的
特別な支援を必要とする子どもの各発達段階を通じ、

本人や保護者及び支援者の間で円滑な情報の共有、

引継ぎがなされる体制を構築するため、協議、検討等を

行う。

※（別紙参照）支援シートは神奈川県独自のシートを活用


